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I. シンポジウム
これからのエリマネ事業と組織のカタチ

インプットトーク
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シンポジウムには100名を超える会員企業の方にご参加いただきました。当日は、「これからのエリマネ事業と組織の
カタチ」と題し、日本大学理工学部建築学科 准教授／一般社団法人ソトノバ 共同代表理事・泉山 塁威氏によ
る講演のあと、各部会長を交えたオープンセッションを実施しました。

講演では、近年、全国各地で進むウォーカブルシティに関して、
その社会背景から具体的な取組み・制度についての紹介や、エリ
アマネジメントの動向から、博多駅周辺でのエリアマネジメントの
可能性について示唆がありました。ここでは３つのポイントにわけ、
講演の概要をご紹介します！

車から歩行者中心の空間へ
XLとしてのウォーカブルとXSとしてのウォーカブルとは？

民だけで進めてもエリアの価値は上がらない？
公民がチームで進めるまちづくり

全国的に注目の集まるウォーカブルシティ。これまでダイナミックなハード整備（XL）に注目が集まりが
ちでしたが、 100年に一度の都市計画のパラダイムシフトともいわれる「車中心から人中心のまちづくり」
は、公共交通、ミクストユース、コミュニティ、持続可能性など、そのアプローチは様々。

公共空間での実験的活用や、道路と民地を一体的に使うような優れたアイレベルなど、小さな取組（XS）

も組み合わせることでまちなかにたくさんの魅力とアクティビティが生まれ、新しい目的地が生まれるので
す。

稼いで次の事業に再投資！
エリマネ法人で組織も人材も事業もステップアップ！

泉山氏は民間主導のまちづくりだけでは民間敷地の価値は向
上するけれど、公共空間の価値は上がらないため、結果として
エリアとしての価値は上がっていかないのでは、といいます。

現状、行政と民間、それぞれの活動がセパレートしてしまっ
ていることを課題としてあげ、公共空間で民間が活動すること、
民間活動に行政が支援することなど、公民がチームになってエ
リアの価値をあげていくことが大切といいます。

©Rui IZUMIYAMA

エリアマネジメントの動向から、近年、全国的に都市再生
推進法人の指定を受けることで、行政からお墨付きをもらい、
公共空間を活用している団体が増えていることが紹介されま
した。

雇用形態など組織のカタチは地域により様々ですが、博多
まちづくり推進協議会においても一歩踏み込み、新しいコト
へチャレンジ（再投資）できるエリマネ法人を目指すことで
組織も人材も・事業もステップアップしていけるのではとお
話いただきました。

©Rui IZUMIYAMA
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博多でのウォーカブル

どんな取り組みを進めていくとい
いの？

オープンセッション

講演後は、博多まちづくり推進協議会事務局長の内野豊臣氏（九州旅客鉄道(株)）、にぎわい部会長の足立
綾子氏（ (株)エフ・ジェイエンターテインメントワークス）、環境部会長の志井将夫氏（ (株)西日本シティ銀行）を
加えたオープンセッション。

３名から上がった博多のまちづくりや組織体制に関する悩みごとから、今後の活動のヒントとなるディスカッションに発
展しました。

既に公開空地の活用など点の取組みは進んで
いる博多エリア。これからは、このような点を
繋ぐ線の取組みが必要では？

点の取組みが線としてつながると、エリアと
しての魅力が高まって、博多に行ってみたくな
る人もさらに増えるかも。

行政と民間のチームづくり。

行政へのアプローチはどうやって進めていく
のが望ましい？

都市再生推進法人の指定を受けることで、ウォーカブ
ルに関連するハード整備などを推進していく上での拠り
所となる「都市再生整備計画」を民間が提案できるよう
になるのが最大のメリット。

計画に位置付けることで行政としてもその事業を推進
しやすくなるため、「都市再生整備計画」を連携して作
成していくことが公民連携のはじめの一歩なのかも。

エリマネ組織を法人化した場合、
望ましい組織体制とは？

博多まちづくり推進協議会は、会員企業さんが多く、そ
の多様性が強みである一方、法人組織としてはそれがハー
ドルになることも。任意組織のまち協でビジョンをまとめ、
それを着実に実行するの法人との両輪で進めていく方法も
ある。さらに、フラットな立場としてエリマネ組織の専任
人材がいると、より事業が推進していくことも。

都市再生推進法人を目指す場合、

各会員企業にとってのメリット・
恩恵ってなに？

法人化することで、より中長期的に事業を
進めていく必要性も高まるため、各会員から
個々に出てくるアイデアに対しても、それを
実行できる受け皿が大きくなるといえます。
結果的に【活動が盛んになる➡エリア価値

の向上につながる】という、まち全体として
もうれしいというサイクルが！



シンポジウムの開催後、各会員企業の有志の方と博多まちづくり推進協議会のこれまでの活動を把握し、
まちの課題解決のためのリーディングプロジェクトを考えるワークショップを実施しました。

38名の方にご参加いただき、終始和やかな雰囲気で開催されました。最後の発表では、日ごろから博多
のまちに関わっている方々ならではの示唆に富んだプロジェクト提案をしていただきました。

リーディングプロジェクトの共有

博多まちづくり推進協議会の活動の軸となる「まちづくりガイドラ
イン(2014年改訂)」と2023年度～2024年度のアクションプランを参照し

ながら、「歩いて楽しいまちづくり」と「美しく安心なまちづくり」
の各テーマを対象に、博多駅周辺でこれまで実施してきた活動の振り
返りを行いました。

参加者は博多駅周辺の活動マップを見ながら、各エリアの課題を付
箋に書き出していきました。

グループワーク②リーディングプロジェクトを考える

リーディングプロジェクトとは、今後の社会状況などの変化を踏ま
え、まちづくりガイドラインを実現していく上で先導的な役割を果た
すプロジェクトのこと。
ワーク①で挙げたまちの課題のなかから、特に優先的に解決する必

要があるものを抽出し、それを解決するためのプロジェクトを考えま
した。また、博多まちづくり推進協議会の役割や、連携する人につい
ても書き出していきました。

各グループより、この先３年で優先的に実施すべきプロジェクトを
提案しました。合計10の案が発表されました。内容は次のページをご
覧ください。

ご参加いただいたみなさん、ありがとうございました！

歩いて楽しいまちづくり 美しく安心なまちづくり

回遊（道路） 環境

回遊（民地の広場） みどり・公園

交通 防災

歴史・文化 安全・安心

ワークショップの流れ

ワークショップで取り上げたテーマ一覧

ガイドラインとアクションプラン

活動実績マップ

リーディングプロジェクトのワークシート

3

グループワーク①博多駅周辺の今を捉える

II. ワークショップ
エリマネ最新キーワードから考えるまちづくり戦略会議
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泉山氏より講評(抜粋)

 ガイドラインの策定より10年が経過しており会員の認知度が下がっているように感じました。ガイドラインの更新やビジョンの改定の時期が
来ているのかもしれません。

 暗い、汚いなどダークサイドが多く指摘されていました。ハード面の更新時期も来ているのかもしれません。
 デジタルサイネージの提案など、企業とまち協の連携も期待できそうですね。

リーディングプロジェクトの発表内容・講評

まち協の役割は旗ふり役で共通していました。
その他、公園の利用に関するマナーアップや災害
時等の情報発信といった意見も。
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参加者アンケート調査

シンポジウム・ワークショップに関して

シンポジウムの満足度

極めて満足

8件 16%

満足

33件 68%

どちらともいえない

8件 16%

ウォーカブルシティや人中心のまちづくりに関する社会動向に関して

ウォーカブルシティの具体的な取組み内容に関して

まちなかウォーカブルに関する制度について

全国的なエリアマネジメント団体の動向について

エリアマネジメント団体の組織形態について

公民連携について

博多まちづくり推進協議会のこれからの組織のあり方について
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調査概要

調査方法：メールで配信、WEB回答

回答者数：49名

参加者属性

講演で関心を持った内容

WORK２：リーディングプロジェ
クトを考えるの内容について

ワークショップの満足度

極めて満足

2件 12%

満足

10件 63%

どちらともいえない

3件 19%

無回答

1件 6%

WORK１：博多駅周辺の
今を捉えるの内容について

非常にわかり

やすかった

2件 13%

わかりやすかった

9件 60%

どちらともいえない

2件 13%

難しかった

1件 7%

非常に難しかった

1件 7%
非常にわかりやすかった

2件 13%

わかりやすかった

10件 67%

どちらともいえない

1件 6%

難しかった

1件 7%

非常に難しかった

1件 7%

現在、担当している

10件 20%

いいえ

38件 78%

無回答 1件 2%

ご自身の役職所属する企業の会員種別 ご自身のエリマネ担当状況

29 

5 

0 

3 

12 

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

正会員

一般会員

賛助会員

特別会員

わからない

1 

9 

9 

7 

22 

1 

0件 5件 10件 15件 20件 25件

経営者・役員

部長クラス

課長クラス

係長クラス

一般社員

その他
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シンポジウムで疑問に思ったことや、より詳しく知りたいと思ったこと

• 100年に一度の都市計画のパラダイムシフトと言われてましたが、ではこのパラダイムシフトが必

要であれば、そこに暮らす人々や働く企業などは、どのように貢献（寄与）することが望ましいの
でしょうか。

• 博多でウォーカブルシティが求められているのか疑問です。地域の特性によって多様なまちのあり
方があるかと思うが、博多はどのようなまちでどのような開発を行っていくといいのか気になりま
した。

• ウォーカブルシティやエリマネ団体のあり方、公民連携などの具体的な手法や実例を詳しく知りた
い。

• 行政と民間企業がどのように寄り添ってまちづくりを行っているのか、実際にモデルケースなどの
紹介を含めて知りたいと思いました。

• 公民連携（SIB他）の手法と今後の可能性について

• 博多まちづくり推進協議会が今後どのような方向に進むべきかのアドバイスが分かりづらかった。
公民連携について詳しい事例の説明があるとよい。

• エリマネ団体の組織形態の事例なども他にもあれば、もっと知りたいと思いました。

• 都市再生推進法人の具体的な事例の深掘り、成功例ｏｒ失敗例

• 都市再生進法人になるためのハードル、デメリット等

• 人口の少ない地方都市におけるエリアマネジメント組織の収入拡大手法について。

• 稼げているエリマネ団体が、どのように収益を得ているのか。

• 各県で取り組まれているエリアマネジメントに関する取り組みや内容を細かく知ることができた。
博多のまちでウォーカブルシティを展開していくための課題（点から点を繋ぐ）、中心となる場所
（博多駅）から裏街道への誘導がポイントになることなど納得することができた。

シンポジウムに関するご意見・ご感想

• もう少し長い時間でじっくり講演いただきたかった

• 泉山先生の講演時間が短すぎたため、全体的に内容が薄く感じた。スライドも多く準備いただいて
たようですので、あるテーマについて深掘りしてもらった方が、聴きやすかった。

• エリアマネジメントについて他の専門家の話を聞いてみたい。複数以上の方の考え方を聞くことで
方向性や実現性が更に明確見えてくると思われる。

• 博多の取り組みに対する提言（歯に衣着せない）によるディスカッションなどは聞きごたえがあり
そう。

ワークショップに関するご意見・ご感想

• 普段まち協の活動に参加されていない方が多かったので、前提としてまち協がどんな活動をしてい
るのかを知る機会があればよかった。ただ、まち協の活動に参加していないにもかかわらず、博多
のことについて普段考えられているのが伺えたり、面白い意見がたくさんでていたので非常によ
かったと感じた。

• 博多駅周辺の現状と今後をチームメンバーと考えていく中で、これなら実際に取り組んでいけるの
ではないかという改善点などが出てきて、まちづくりに関しての取り組みに興味を持つことができ
た。

• 公共施設、公共空間の使い方など、ヒントになる話し合いができ、有意義且つ楽しい時間だった。
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①活動の大方針となるガイドラインや
アクションプランの定期的な共有や見直し

②更なるエリアの魅力向上に向けた
官民連携による民地と公共空間の一体的活用

③国の制度や補助金の受け皿となる
都市再生推進法人の認定

④専門的・長期的な視点を持ち、戦略的な
エリアマネジメント実践のための専門人材の確保

⑤公共空間の管理やデジタルサイネージなど
活動の活発化に向けた稼ぐ取組みの実施

博多まちづくり推進協議会について

13件

31件

7件

23件

17件

30件

16件

22件

22件

23件
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1件

1件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17 

9 

7 
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4 

0件 5件 10件 15件 20件

本業が忙しくて活動に参加する時間がない
／バランスが難しい

活動に関心があるものの関わり方がわからない

個人として関われる方法がほしい

まち協のことをもっと詳しく知りたいが
情報が入ってこない

まち協での活動成果を自身の会社や
上司に上手く説明できない

知っているし内容も一通り

把握している。

17件 35%

見たことはあるが、何が書かれていたか

まではほとんど覚えていない。

9件 18%

存在は知っているが中身は

見たことがない。

12件 25%

知らなかった。

11件 22%

博多まちづくり推進協議会の今後について

日頃、博多まちづくり推進協議会に関する活動で課題に思っていることや悩ましいこと

まちづくりガイドラインやアクションプランについて
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その他、博多まちづくり推進協議会や博多駅周辺のまちづくりなどに関するご意見

• 「ユニバーサル都市・福岡」ような、企業単体では難しい博多地区での大きな取り組みを検討され
ていれば、ぜひ関わらせていただきたい。

• 駅前通りを歩専化・緑地化し、商業利用を促進できれば、まちがダイナミックに変わると思う。

• 福岡博多は九州の玄関口で国内外多くの方が集まる都市でありながら、祭り文化の継承など昔なが
らの人情や文化が色濃く残っている素敵なまちだと感じている。今回のトークセッションでお話し
されていたように民間企業と公共がより混ざり合っていくまちの姿をみたい。とても好きなまちな
ので、私のような一販売店アルバイトのように様々な立場の人が、ただこのまちで暮らしていく中
でそれが自然とまちづくりにつながるような、よりよいまちの姿をつくっていくような、そんな取
り組みに関わっていけたらよいと思った。

• 今回のような博多のまちづくりについて気軽に話し合える場が定期的にあると良いのではと感じ
た。

• 現在の地域性を重視し、事務局が中立な立場で進めていくほうが良い。東京等のものまねになら
ず、東アジアの中心として独自性をもって進めて欲しい。某団体では事務局自ら自社の営業活動を
会員に行っていた。長続きしないと思われる。あくまで事務局は地域発展に貢献する現在の立場で
推進して頂きたい。


